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趣ある大正時代の
古民家で

ほっこり春めく
昔ながらのひなまつり
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旧小山家住宅について［墨田区指定文化財］
大正6年（1917）に２代前の当主・小山市五郎が寄棟造茅葺
の住宅として創建しました。細い木割りをもつ格子戸や出
格子窓と黒漆喰壁から構成される正面、別々に設けられた
玄関と土間口、奥座敷上手の縁側－
これらは、この地域の住宅の特徴を受け継ぐとともに、　
変わりゆく町並みに江戸時代からの農家と町家の雰囲気を
今に伝えています。大正12年（1923）の関東大震災、昭和
20年（1945）の東京大空襲の被害もまぬがれた住宅です。

本展は毎年恒例の季節展示で、屋根裏におさめられていた小山家ゆかりの
雛人形と一緒に、愛らしい日本人形や雛人形の数々、掛軸などを展示します。
大正時代の趣深い建物のお座敷に上がり、春めく庭をながめながら、
ひとあし早い春のひとときをおたのしみください。

立花大正民家園(旧小山家住宅) 


